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埼玉

　

そ
の
瞬
間
、
議
場
に
い
た

人
々
は
立
ち
上
が
り
、
大
き

な
拍
手
と
歓
声
が
わ
き
ま
し

た
。
被
爆
者
の
方
に
駆
け
寄

り
感
激
し
あ
う
姿
が
―
―
。

　

７
月
７
日
の
国
連
本
部
で

の
核
兵
器
禁
止
条
約
会
議
に

お
い
て
１
２
２
カ
国
の
圧
倒

的
多
数
の
賛
成
で
「
禁
止
条

約
」
が
採
択
さ
れ
た
瞬
間
で

す
。

　

「
ふ
た
た
び
核
兵
器
を
使

う
な
」「
核
戦
争
を
起
こ
す

な
。
核
兵
器
な
く
せ
！
」
と

訴
え
続
け
た
被
爆
者
と
世
界

の
人
々
。
高
齢
と
な
っ
た
被

爆
者
は
、
思
い
出
し
た
く
な

い
つ
ら
い
経
験
を
、
核
兵
器

の
残
酷
さ
を
語
り
、
自
分
た

ち
が
生
き
て
い
る
間
に
核
兵

器
を
な
く
し
た
い
と
た
ゆ
ま

ぬ
運
動
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
そ
の
願
い
が
世
界
に
届

き
、

国
連
を
動
か
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
な
ど
核
兵
器

保
有
国
の
圧
力
に
屈
せ
ず
会

議
に
参
加
し
た
国
は
１
３
０

を
超
え
ま
し
た
。
加
盟
国
の

３
分
の
２
が
賛
成
し
た
の
で

す
。
ど
の
政
府
の
発
言
も
条

約
へ
の
強
い
期
待
で
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。
前
文
で
は
、

「
い
か
な
る
状
況
の
下
に
お

い
て
も
核
兵
器
が
二
度
と
使

用
さ
れ
な
い
こ
と
を
保
障
す

る
唯
一
の
方
法
」
と
謳
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
50
カ
国
以
上
が
批

准
す
れ
ば
、
90
日
で
条
約
は

効
力
を
生
じ
ま
す
。
核
保
有

国
と
被
爆
国
日
本
が
不
参
加

で
の
条
約
を
疑
問
視
す
る
声

も
あ
り
ま
す
が
、
世
界
は
核

廃
絶
に
一
歩
ず
つ
前
進
し
て

い
ま
す
。
一
直
線
に
進
む
こ

と
ば
か
り
で
な
く
、
紆
余
曲

折
、
様
々
な
問
題
点
を
含
み

な
が
ら
も
歩
み
続
け
ま
す
。

　

日
本
の
人
々
や
世
界
の
人

々
の
平
和
を
希
求
す
る
取
り

組
み
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
で

す
。
そ
れ
は
、
被
爆
者
の
訴

え
る
国
際
署
名
や
、
平
和
行

進
で
あ
っ
た
り
、
平
和
の
鐘

つ
き
、
美
術
展
で
あ
っ
た

り
、
原
水
禁
大
会
で
あ
っ
た

り
で
、
様
々
な
取
り
組
み
が

動
か
し
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
の
こ
と
に
確
信
を
持

ち
、
被
爆
者
と
手
を
取
り
あ

っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
平
和
運

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

保
育
士
不
足
に
苦
慮

愛知

給
付
型
奨
学
金
制
度
を
提
案
豊川市
と懇談

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
」
と
回
答
し
ま

し
た
。

　

小
中
学
校
の
教
員
の
長
時

間
労
働
に
つ
い
て
、「
月
に

80
時
間
以
上
の
時
間
外
勤
務

者
は
小
学
校
が
約
１
割
、
中

学
校
は
６
割
お
り
、
健
康
面

で
心
配
さ
れ
る
状
況
」
で
あ

り
、「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

の
実
施
、『
多
忙
化
改
善
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
』
の
策
定
を
め

ざ
し
、

協
議
を
進
め
て
い

る
」
と
回
答
。
人
権
連
側

は
、「
早
急
に
教
員
の
増
員

を
し
な
い
と
長
時
間
労
働
が

改
善
で
き
な
い
。
県
に
対
し

て
教
員
を
増
員
す
る
よ
う
要

望
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
」

と
早
急
な
対
応
を
求
め
ま
し

た
。

　

旧
宝
飯
４
町
の
期
日
前
投

票
所
の
増
設
、
当
日
投
票
所

・
選
挙
公
営
掲
示
板
の
削
減

山口県６月定例議会　「部落差別」固定化法の質疑メモ

　

愛
知
地
域
人
権
連
合
豊
川

支
部
（
川
村
壮
支
部
長
）
は

７
月
７
日
、
豊
川
市
と
の
懇

談
会
を
開
催
。
会
員
を
は
じ

め
支
部
・
県
連
役
員
、
市
議

会
議
員
ら
が
参
加
。
豊
川
市

か
ら
は
、
山
脇
実
市
長
を
は

じ
め
副
市
長
や
担
当
職
員
が

対
応
し
ま
し
た
。

　

「
部
落
差
別
」
固
定
化
法

に
つ
い
て
、「
参
議
院
で
可

決
さ
れ
た
３
項
目
の
附
帯
決

議
を
誠
実
に
遵
守
す
る
こ

と
」
を
要
望
。
市
は
「
今
後

の
国
や
県
か
ら
の
情
報
に
十

分
注
意
し
た
い
。
今
の
と
こ

ろ
は
情
報
は
入
っ
て
き
て
い

な
い
」「
事
務
作
業
実
施
に

際
し
て
は
、
附
帯
決
議
を
き

ち
ん
と
遵
守
し
、
慎
重
に
進

に
つ
い
て
、「
国
は
一
つ
の

投
票
所
で
３
０
０
０
人
を
目

安
に
し
て
お
り
、
見
直
し
後

の
一
覧
を
見
る
と
、
目
安
の

人
数
を
超
え
て
い
る
箇
所
が

多
く
あ
る
。
再
度
見
直
し
を

し
て
ほ
し
い
」
と
強
く
求

め
、
市
は
「
最
終
的
に
は
選

挙
管
理
委
員
会
の
判
断
に
は

な
る
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
取
り
ま
と
め
住
民
の

意
見
も
踏
ま
え
て
判
断
し
た

い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

保
育
士
不
足
に
つ
い
て

は
、
豊
川
市
独
自
の
給
付
型

奨
学
金
制
度
の
策
定
を
提
案

し
、「
市
と
し
て
研
究
し
た

い
」
と
前
向
き
な
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、「
保
育
室
の
エ

ア
コ
ン
設
置
」「
18
歳
以
下

と
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
医

療
費
無
料
化
」
な
ど
を
要
望

し
ま
し
た
。

要望書を山脇市長に手渡す川村支部長＝豊川市、7月7日

　

埼
玉
人
権
連
は
７
月
26

日
、
浦
和
の
全
電
通
埼
玉
会

館
で
「
同
和
行
政
の
終
結
を

求
め
る
要
求
書
」
に
基
づ
い

て
県
人
権
政
策
課
・
人
権
教

育
課
と
交
渉
。
全
15
項
目
の

回
答
を
受
け
た
後
、
重
点
項

目
を
中
心
に
話
し
合
い
ま
し

％
（
生
徒
指
導
課
）
に
対
し

て
、
部
落
問
題
を
理
由
と
す

る
人
権
侵
害
・
差
別
的
取
扱

い
は
15
年
度
２
件
・
16
年
度

４
件
（
内
容
の
説
明
な
し
）

・
市
町
村
報
告
の
相
談
件
数

５
年
間
で
45
件
と
の
状
況
が

出
さ
れ
、
同
和
問
題
を
人
権

施
策
の
重
要
課
題
と
し
て
い

る
こ
と
の
異
常
さ
が
鮮
明
に

な
り
ま
し
た
。

　

県
発
行
啓
発
冊
子
の
「
同

和
地
区
」「
同
和
地
区
の
人

々
」
の
用
語
問
題
で
、「
同

和
地
区
」
は
存
在
す
る
の
か

の
追
及
に
「
特
別
法
の
終
了

で
存
在
し
な
い
が
差
別
を
受

け
て
き
た
地
域
を
包
括
的
に

表
す
言
葉
」
と
あ
い
ま
い
な

回
答
。
県
民
の
意
識
＝
内
心

を
調
査
す
る
「
人
権
意
識
調

査
」
は
人
権
侵
害
と
の
提
起

に
、「
個
人
を
特
定
し
強
制

す
る
調
査
で
な
い
か
ら
人
権

侵
害
で
は
な
い
」

と
し
、

「
ま
だ
差
別
が
あ
る
と
の
答

え
が
あ
り
人
権
施
策
を
継
続

す
る
」
と
の
回
答
に
出
席
者

か
ら
は
、
時
代
錯
誤
の
情
報

を
提
供
し
て
「
意
識
調
査
」

を
し
事
業
を
継
続
す
る
の
を

永
久
に
繰
り
返
す
の
か
、
と

怒
り
の
声
。

　

部
落
差
別
解
消
法
の
「
附

帯
決
議
」
に
関
し
て
「
国
会

の
議
論
で
あ
り
我
々
が
意
見

を
言
う
も
の
で
は
な
い
し
記

録
も
な
い
か
ら
内
容
が
分
か

ら
な
い
。
国
か
ら
の
説
明
も

指
示
も
な
い
」
と
の
回
答
に

驚
く
。
早
急
な
取
り
組
み
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
。

　

回

答

で

は
、
県
把
握

の
乳
幼
児
虐

待
２
０
１
６

年
度
１
１
６

３
９
件
（
児

童
相
談
所
・

虐
待
防
止
法

制

定

後

最

多
）
、

い
じ

め
15
年
度
公

立
学
校
４
６

４
４
件
・
解

消
率
94
・
１

戸
倉
多
香
子
県
議
（
民
進 

６
／
28
）

○
法
第
４
条
「
相
談
体
制
の
充
実
」

に
よ
り
、
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
に

対
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
必
要

が
あ
る
。

答
弁　

「
相
談
窓
口
の
設
置
」
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
県
で
は
、
関
係
機

関
や
人
権
擁
護
委
員
と
緊
密
に
連
携

し
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
問
題
も
含
め
て

幅
広
く
相
談
に
対
応
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
新
た
な
設
置
は
考
え
て

い
な
い
。

○
ネ
ッ
ト
上
の
部
落
差
別
の
実
態
把

握
に
向
け
て
、
各
自
治
体
で
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
実
施
を
。
ま
た
、
大
阪
府

の
よ
う
に
「
差
別
投
稿
」
の
通
報
窓

口
を
設
け
て
、
情
報
収
集
を
す
る
事

も
有
効
な
手
段
。

答
弁　

県
が
、
ネ
ッ
ト
上
の
個
別
の

表
現
等
に
つ
い
て
、
差
別
的
か
否
か

の
判
断
の
も
と
に
情
報
収
集
等
を
行

う
こ
と
は
、
極
め
て
慎
重
で
あ
る
べ

き
。
県
と
し
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や

通
報
窓
口
の
開
設
な
ど
を
行
う
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

県
民
の
理
解
大
い
に
深
ま
る

佐
々
木
明
美
県
議
（
社
民 

６
／
29
）

○
同
和
問
題
の
残
さ
れ
た
課
題
と
は

何
か
。
ど
う
進
捗
し
て
い
る
か
。

答
弁　

偏
見
の
解
消
等
が
あ
る
。
県

民
の
理
解
は
大
い
に
深
ま
っ
て
き
て

い
る
が
、
完
全
に
払
拭
さ
れ
た
と
ま

で
は
言
え
な
い
。

○
法
の
教
育
・
啓
発
に
つ
い
て
、
小

・
中
・
高
校
の
現
場
で
ど
う
と
り
く

ま
れ
る
の
か
。

答
弁　

同
和
問
題
は
人
権
に
関
わ
る

課
題
の
一
つ
。
日
本
国
憲
法
及
び
教

育
基
本
法
の
精
神
に
の
っ
と
り
、
基

本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
人
権

教
育
を
推
進
し
て
い
く
。

○
教
材
、
教
職
員
の
研
修
、
社
会
教

育
と
し
て
の
パ
ン
フ
や
チ
ラ
シ
の
作

成
な
ど
が
必
要
。

答
弁　

各
教
科
等
の
指
導
に
お
い

て
、
教
科
書
を
教
材
と
し
た
指
導
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
。
教
職
員
の
研

修
に
つ
い
て
は
、
管
理
職
や
人
権
教

育
担
当
教
員
の
研
究
協
議
会
な
ど
の

機
会
を
通
じ
て
、
法
制
定
の
経
緯
や

趣
旨
等
を
周
知
し
て
い
る
。
社
会
教

育
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
チ
ラ
シ
の
作
成
は
考
え
て
い

な
い
。

埼
玉
人
権
連
が
県
交
渉

差
別
情
報
収
集
に
は
慎
重

た
ゆ
ま
ぬ
運
動 

願
い
届
く

丹波 眞理
被爆２世

国
連 

核
兵
器
禁
止
条
約
を
採
択

人権連代表９人と埼労連、埼教組、埼高教の委員長が
出席＝さいたま市、7月26日

事
業
継
続
の
根
拠
と
す
る「
意
識
調
査
」や
め
よ


